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冷性浮腫のみられなかったアミロイドーシスの乳牛の１症例
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要 約

６歳１カ月齢のホルスタイン種乳牛が乳房炎発症後、水様性下痢、発熱（４０．３℃）および乳量の急減を呈し

た。全身の冷性浮腫は認められなかったが、高度蛋白尿の排泄、血清総蛋白質とアルブミン濃度の低値、およ

び蛋白電気泳動像にて先鋭な αグロブリン分画が認められ、アミロイドーシスが疑われた。腎生検組織の病理

組織学的検索により、アミロイドーシスと確定診断された。病理解剖でも皮下水腫はみられず、腸間膜および

第四胃幽門部粘膜にのみ水腫が認められた。
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牛アミロイドーシスは、アミロイド線維が全身諸臓器

に高度に沈着することにより引き起こされる疾患で、一

般的に５歳齢以上の成牛において、慢性疾患に続発する

臨床的に持続性かつ難治性の下痢および全身性の冷性浮

腫を特徴とし、高度の低蛋白質血症および蛋白尿を呈し、

直腸検査により腎臓の腫大を認めることが多い［１－５］。

今回、腎生検および病理解剖にてアミロイドーシスと確

定診断されたにもかかわらず、生前には牛アミロイドー

シスの特徴的所見のひとつである冷性浮腫が認められな

かった乳牛の１症例に遭遇したのでその概要を報告する。

症 例

症例は６歳１カ月齢のホルスタイン種乳牛雌で、乳房

炎を稟告に受診した。初診時には４分房すべての乳汁か

ら連鎖球菌および黄色ブドウ球菌が分離された。その後、

元気食欲などの一般状態は良好であったが、第７病日に

水様性下痢、発熱（４０．３℃）および乳量の急減が認めら

れた。等張リンゲル輸液、抗生剤、止瀉剤の投与による

治療を実施したものの、水様性下痢は継続し、削痩と脱

水が急激に進行した。糞便検査を実施したがサルモネラ

および肝蛭卵は陰性であった。第１２病日の血液生化学検

査で総蛋白質（４．９g／dl）とアルブミン濃度（１．２g／dl）

の低値、および蛋白電気泳動像にて先鋭な αグロブリ

ン分画が認められたため、アミロイドーシスが疑われ、

病性鑑定のため第２３病日に帯広畜産大学に搬入された。

搬入時、体温３８．５℃、心拍数５２回／分、呼吸数１６回／分、

削痩、軽度脱水、乳房の硬結および乳房上リンパ節の腫

大が認められた（図１）。また、直腸検査では腫大した
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図１ 大学搬入時（第２３病日）の外貌。削痩、軽度脱水、
乳房の硬結はみられるが、冷性浮腫は認められな
い。
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右腎臓が触知され、水様性下痢の排泄も認められた。尿

検査では蛋白尿（３００mg／dl）が検出され、尿比重は１．０２３

であったが、尿沈渣はみられなかった。血液検査では白

血球数および分葉核好中球割合の増加が、また血液生化

学検査では BUNとクレアチニンの高値、総蛋白質とア

ルブミン濃度の減少が認められた（表１）。血清蛋白分

画電気泳動像においてはアルブミンの低下、αおよび γ

グロブリンの上昇、A／G比の著しい低下が認められた

（図２）。エコーガイド下で腎生検を実施し、採取され

た腎臓組織についてヨード検査を行ったところ［６］、陰

性であったが、病理組織学的には糸球体にアミロイドの

沈着が認められた（図３）。

病理解剖および病理組織学所見

第２５病日に病理解剖を実施したところ、両腎臓は腫大

し、表面は粗造で黄褐色に褪色していた（図４）。また、

糸球体相当部および腎乳頭はヨード反応陽性であり、ア

ミロイド沈着を示唆した。腸間膜および第四胃幽門部粘

膜では水腫がみられたが、下顎や胸垂部皮下での水腫は

認められなかった。全身のリンパ節は軽度から中等度に

腫大し、一部は割面にて水腫様を呈していた。病理組織

学的に腎臓など全身諸臓器にアミロイドの沈着が認めら

れ、牛アミロイドーシスと診断された。

考 察

牛のアミロイドーシスの主な症状の１つに浮腫（皮下

水腫）があげられるが、本症例においては典型的な外観

上の浮腫が認められなかった。病理解剖でも皮下水腫は

みられておらず、腸間膜および第四胃幽門部粘膜にのみ

水腫が認められた。アミロイドーシスにおける浮腫は，

腎臓からの蛋白質漏出による低蛋白血症が主な原因とさ

れている［６］。本症例でも低蛋白血症はみられたものの、

水腫は腹腔内臓器に限局しており、このため特徴的な下

表１ 血液および血液性化学検査所見（第２３病日）

RBC ５．５３×１０６／µl BUN ２８．９mg／dl
Hb １０．１g／dl Creatinine １．７mg／dl
Ht ２８．８％ AST ６８U／l
WBC １２，５００／µl γ-GTP ２９U／l

Sta ０％ T-Chol ９０mg／dl
Seg ５１％ NEFA ０．１７８mEq／l
Lym ４０％ TP ５．４g／dl
Mon ５％ Albumin １．２g／dl
Eos ４％ α-globulin １．７g／dl

Platelet ４５．７×１０４／µl β-globulin ０．４g／dl
γ-globulin ２．１g／dl
A／G ０．２９

図４ 右腎臓。腎臓は腫大し表面は粗造で黄褐色に褪色
している。

図２ 血清蛋白分画電気泳動像（第２３病日）

図３ エコーガイド下腎生検で得られた材料の病理組織
学的所見。腎糸球体にアミロイドの沈着が認めら
れる（HE染色）。
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顎や胸垂の冷性浮腫がみられず、水様性下痢のみが主症

状として認められたと思われる。水腫が腹腔内に限局し

た原因は不明であるが、外観上浮腫が認められない場合

でも、持続性の水様性下痢を呈する症例では、鑑別診断

としてアミロイドーシスを考慮する必要があると考えら

れた。

と畜場に搬入された牛のアミロイド沈着に関する調査

では、ホルスタイン種の１．２％にアミロイド沈着が認め

られ、うち腎臓では１００％であったとされている［７］。ま

た、別の研究ではと畜場に搬入された４歳以上の牛３０２

頭中１５頭（５．０％）の腎臓にアミロイド沈着がみられた

としている［８］。これらの牛は健康畜として搬入されて

おり、腎臓にアミロイドが沈着していても、必ずしも明

らかな臨床的な異常を発現するわけではない。なお、今

回の症例では腎臓のアミロイド沈着はエコーガイド下の

腎生検により証明されており、腎生検はアミロイドーシ

スの確定診断に有効であることが確認された。

牛のアミロイドーシスは予後不良であり［４－６］、早期

に鑑別診断・摘発淘汰することが重要と考えられる。今

後、浮腫の発現がなくとも、臨床症状と検査所見からア

ミロイドーシスを疑った場合には、腎生検により、アミ

ロイド物質の沈着の有無を確認することにより確定診断

を行うことが望ましいと思われた。
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